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地元の景観文化財に指定されている狩浜地区について、パンフ
レットや報告書を見ると自然関係のパンフレットがないため作成
したいと思った。

今回狩浜に行って絶滅危惧種の植物など、様々な種類の植物を
見ることが出来た。これから、景観文化財のパンフレットとと
もに植物のパンフレットを作って狩浜の魅力を伝えていきたい。

狩浜で見られる植物たち

〇石垣で見られるシダ植物

ハナカタバミ↓ ツワブキ↓

ツメレンゲ↓

ヒメウズ↓

タマシダ↓

センニンソウ↓

ヒメウラジロ↓

〇秋から冬にかけて見られる植物

〇絶滅危惧種

イヌノフグリ↓

アカカタバミ↓

ノビル↓

カタヒバ↓

オシロイバナ↓

セッコク↓

〇外来種 フラサバソウ↓

【狩浜の特徴】
石垣の下の方と上の方で地質が
異なっているためこのような
様々な植物たちを見ることが出

来ると考えられる。

狩浜では有機農業や石垣によって除草剤が散布されないため
生物多様性が豊かであり希少性が保全されると考えられる。
※狩浜で農業をしている７割が有機農法を取り入れている


